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小児の肺機能の画像による評価/臨床的応用と最近の進歩
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特集を企画するにあたって
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れた側面を持ち合わせていることになります．

これらのテクニックを用いて，乳幼児の肺機能

の解析を行うことは，小児の呼吸器疾患やアレ

ルギー疾患の病|大1や病態を,検討する上で重要な

意義を持つものと思われ，新しい１１１１面を示して

くれると考えました．

編集委員として特集を組むことは，おそらく

これが最初で蛾後かと思い，あれこれ思案しま

したが，やはり私自身が肢も興味深く思う点に

つき,答えていただければと願って選びましﾌﾟﾆ

すなわち，画,像をＩＩＪ心とした局所のlliIi機能の定

鎚化や動態としての||'Ｉｉの機能解析など、肺機能

測定の新しい解釈がどこまで可能か．というこ

とです．小児の呼吸器，アレルギーの臨床で，

以前から議論の対象となっている乳幼児の肺機

能il(I定の問題も含まれるわけで，肺機能測定は

肺機能測定室でという固定観念を離れた議論が

できれば、と思いました．

しかしながら，今回の特集はやや狭い分野で

のテーマとなってしまいました．ご執筆願いま

した各先生方におかれましては，普段と違うご

苦労をなされたかと思いますので，この場をお

借りして，心より感謝111し上げます．また、こ

の特集が．読者諸氏の今後のご研錨にお役立て

頂ければ幸いです．

近年，日常の診療にあたり，インフォームド

コンセントの必要性を常に考えなければなら

ず，従来はルーチンワークとして行ってきたい

くつかの検査や手技，負荷試験などが，保護者

の同意書がなければ行うことができなくなりま

した．また,保険診旅としての医療の考え方が，

以前に増して診療の流れに影禅していると思わ

れます．

一方，岐近の呼吸器|腱Ｉ係のジャーナルを手に

して思うのは，小児科医にとっては侵襲的であ

りすぎると思われる方法による検討の報告が，

これまでになく増えたような気がします．侵襲

的な報告ほど，ジャーナルに褐戦されやすいと

思うのは邪推ですが，侵襲的であるがゆえに的

確に病態の把握ができているかといえば．すべ

てに肯定もできません．いずれにせよ，非侵襲

的で，より精密に，より特異性の高い検査が望

まれるのが現状です

この点，近年の画像診断には１１を見張るもの

があり．呼吸器系の検］ifにも，（】'P，ＭＲＩ，核

医学的手法などが取り込まれ，これまで侵襲性

の強い手技に1iiiっていた枕irlfなどが，非優麗的

な検査に取って代るようになりました.さらに，

分肺機能，局所肺機能のiIl1l定も可能ですので，

従来のマウスビースを１１]いるⅢ'1機能検査より榎

,？


